ド・ゴールの未完の回想録における偉大さへの意志について by 有田 英也 et al.
ド・ゴールの未完の回想録における偉大さ
への意志について























































































































































































































































あのド・ゴールとなるべく強いられている（Me voici, obligé autant que










































































































































































































































書は次のものを参照した。Stanley Hoffmann : Essais sur la France déclin ou






















１０） Roland Barthes :Œuvres complètes, t.１, Seuil,１９９３, pp.８３１―２ 塚本昌則
訳『ロラン・バルト著作集４』みすず書房、２００５年、を参照し、訳語を変
えさせていただいた。その責任は引用者にある。
１１） Bernard Frank : Panoplie littéraire , Flammarion, １９８０, p.２４０ 拙訳『ド
リュ・ラ・ロシェル』水声社、１９９７年、の誤訳を改めた。
１２） ドイツの無条件降伏の前にアルジェリアで武装蜂起を企てたとして国外
追放されたメッサーリ派とは異なり、アッバースは穏健派で「自由の宣言
の友」を結成、自治共和国をめざした。
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